
２．早期発⾒・早期駆除の必要性

ホテイアオイは１株から１週間で
２倍、２カ⽉で500株になるとい
う報告があり、いかに早期に発⾒
し、駆除するかが、その後の防除
の困難度を左右する。

繁殖⼒が⾼い（ホテイアオイの事例）

拡散⼒が⾼い（オオフサモの事例）

断⽚の拡散 繁茂

拡散のイメージ

関東では４⽉頃から⽣育を開始。
次々と⼦株を増やし、夏には⼀
気に増殖する。

・千切れやすいため、⼤⾬時の増⽔や⽔流によって、広範囲に拡散する可能性

定着

・茎は千切れやすく⽔に浮くため、断⽚が⽔流によって運ばれ、新たな地で定着・再⽣
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早期発⾒ツールの紹介

農林⽔産省ではリスクの⾼い外来⽣物を正
しく判別するために、「早期発⾒ツール」を
作成し、農林⽔産省ウェブサイトで公開。

ツールには、主に農業⽔利施設において問
題となっている外来⽣物１２種（植物11種と
カワヒバリガイ）の特徴を写真で細かく紹介
している。

主な活⽤の場⾯としては、農業⽔利施設の
管理者の皆様が、⽇常の⾒回り時等に、疑わ
しい⽣物を⾒つけた場合に、スマートフォン
を⾒ながら種を確認（正しく判別）してもら
うことを想定している。

早期発⾒ツールの活⽤状況 8



早期発⾒ツール掲載種
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【植物】
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オオフサモ

【動物】

ブラジルチドメグサ オオバナミズキンバイ ナガエツルノゲイトウ

チクゴスズメノヒエ ミズヒマワリ オオカナダモ コカナダモ

外来アカウキクサ類（アゾラ） ホテイアオイ ボタンウキクサ カワヒバリガイ

＜情報提供の⽅法＞
・電⼦メールで以下のアドレスに送信して下さい。

e-mail︓ gairaiseibutu＠maff.go.jp
・詳しくは早期発⾒ツールHPをご覧ください。


